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昨年のクラブカップリレー
や今年の山形さくらんぼ大
会にも登場し、国内でも走る
機会が増えたバタフライル
ープ。今回のオリエンテーリ
ング道場では、その意味や攻
略法について考えます。 
 

21 世紀のコース設定 
近年の国際大会では「バタフライル
ープ」が設定されることが増えました。
バタフライループは元々、「有力選手
同士の並走」が世界選手権等の重要な
レースの結果に大きな影響を与えるこ
とがしばしばあり、それを防ごうとし
て生まれました。図１や図 2 のように
複数のループが集合する区間を設け、
ループを回る順番を変えて、並走にな
った選手を引き離すことを狙ったわけ
です。（バタフライループと呼ばれる
のは、言うまでもなく形状が蝶のよう
に見えるからです。もちろん、組み方
によっては葉っぱのように見えたり、
相合傘のように見えたりもします。） 

 
図1：バタフライループ 
上は「蝶つがい部分」が「点」のパターン
で、下は「蝶つがい部」が「線」のパター
ン。「（）外の数字の順番で回る選手」と「（）
内の順番で回る選手」を交互にスタートさ
せれば並走状態になっても一旦離れるため、
公平性と競技性が上がると考えられている。 

 
図 2：コース図の形状は同じでも図 1 とは
異なるコース 
 
図１のコースとコントロール位置は同じま
までも、回す順番を変えると印象の異なる
コースになる。もちろん、一回の個人レー
スで図１の順番で回る選手と図 2 の順番で
回る選手を混在させることは規則に抵触す
る。いざバタフライループを含むコースを
組んでみると、この区間のコントロールを
どのような順番で回すか決めるまでに、結
構悩む。 
なお、下のコースの9(7)もしくは10(8)の
コントロールで地図交換を行えば、この部
分がバタフライループであることを分かり
にくくし、かつコース図を読みやすくする
ことができる。2005 年にイギリスで開催
されたワールドカップでは、実際にこの手
法が用いられた。 

 
 

規約で認められたコース手法 
世界選手権にバタフライループが初
登場したのは 2001 年でした。その頃か
ら、ＩＯＦ（国際オリエンテーリング
連盟）の競技規則には次のような文言
が加えられました。 
 
個人競技においては、コントロール

の並びが競技者ごとに異なっていても
よい。しかし、すべての競技者は総体
として同じコースを走らなければなら
ない。 
（2005 年日本オリエンテーリング協会発
行「オリエンテーリング諸規程集」に記
載されるＩＯＦ競技規則 16.7.日本語訳
から引用） 
 
個人競技にも、一部リレーのような
考え方が取り入れられるようになった
わけです。 
 
 

最近のバタフライループ 
さて、バタフライループは実際に「パ
ック解体」の効果をもたらしたでしょ
うか。それには疑問が残る点もありま
す。 
バタフライループはロングのレース
において、ショートレッグを集合させ
て組まれることが多いのですが、これ
は「逆に新たな並走状況を生み出しや
すくしているのではないか」という意
見も聞かれます。 
バタフライループは、確かに国際大
会のロング種目でよく設定されるよう
になったものの、常に設定されるわけ
でもありません。 
現に、2005年に愛知県で行われた世
界選手権ロング決勝は、テレインが急
傾斜であるいう事情も手伝ってか、21
世紀で初めて男女ともバタフライルー
プのないコースで競われました。 
「並走をほどく意図でバタフライを
設定するなら、もっと大型のループに
するべき」という意見があります。し
かし、ロングのレースで、特に傾斜の
きついテレインでそれをすると「距離
と登距離の無駄使い」となり、ロング
特有のコースの雄大さが失われかねま
せん。 
 
2001年に秋田県で行われたワールド
ゲームズの個人戦（ミドル）では、ミ
ドルレッグを中心とした 1周 15分ほど
の 2つの中型ループ（と、1周 5分ほど
の１つの小型ループ）を回るコースが
組まれましたが、これには「会場付近
を何度も通過させ、ショー性を増す」
という演出上の意図がありました。バ
タフライとなると、やはり「ショート
レッグの連続」が主流です。今後もこ
の「新種の蝶」は、その小さな姿をし
ばしばコース上に現わすことでしょう。 

蝶のように舞う人に贈る（？） 

バタフライループ攻略法 
松澤俊行の 
オリエンテーリング 
道場 第 42 回 

松澤俊行 
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バタフライが無かったケース 
なお、バタフライループが組まれな
かった2005年世界選手権ロング決勝で
はまたしても上位者同士の並走が問題
となりました。こうした状況から「有
力選手ほど狡猾で、失格にならない程
度に意図的な並走をしている」という
穿った見方も生じますが、決してそう
ではありません。「力の接近した選手
が一旦並走状態に入ってしまうと、離
れたくても離れられなくなる」という
のが実際のところだと思います。 
 
日本代表チームの元コーチであるヤ
リ・イカヘイモネン氏は、世界選手権
で他の選手と並走状態でゴールし、入
賞したある選手の言葉を紹介して、日
本選手に「他の選手のナヴィゲーショ
ンを利用し、追走するだけならもちろ
ん反則だ。でも、他の選手のスピード
を利用し、ペースを保つことは許され
る」という指導をしていました。その
「ある選手の言葉」とは、次のような
ものでした。 
 
ミスの後しばらくして 2 分後の選手
に追い付かれ、一時的にスピードが落
ちていたのを自覚した。追い付かれた
ことで、この選手と同じペースでナヴ
ィゲーションできることを思い出し、
再びスピードを取り戻して入賞するこ
とができた。 
 
 

バタフライを攻略するために 
ここでは、前項で主流と記した「シ
ョートレッグが連続するバタフライル
ープ」について攻略法を考えてみまし
ょう。｢大勝ちは望めないけれども、大
負けの危険は潜んでいる｣のがショー
トレッグですから、ここをしっかり凌
ぎ切ればレース全体のリズムも整いま
す。 
まず、バタフライループでは「次に
向かうコントロールを間違えない」こ
とが大事です。前項の図中、上の形状
のバタフライループでは「蝶つがいの
コントロール」から 6 本のレッグ線が
伸びていますから、混乱するのも無理
はありません。次に正しいコントロー
ルに向かうよう、バタフライに差し掛
かる前に地図上に描かれる数字をしっ
かり目で追って順番を確認し、脱出時
も数字をしっかり確認する必要があり
ます。 
「レッグ線が6本ある」のですから、
そこでは脱出もアタックも 3 回ずつ求
められます。往々にして 2 回目以降の
アタックでは「また同じコントロール
に行くだけ」「記憶を頼ろう」と気を抜
いてしまい、ミスを引き起こしがちで

す。しかし、「レッグ」は異なりますし、
アタック方向が変われば同じコントロ
ールでも見え方が全く変わるので、注
意が必要です。「コントロールが近付
くにつれて気が抜ける危険が増す」と
言い聞かせる必要がある分、また、ミ
スをした際には「一度来ているはずな
のに」と焦りや落胆が大きくなる分、1
回目以上に注意すべきかもしれません。
（ついでに言えば、「パンチ忘れ」をす
る危険も、2 回目以降増します。） 
 
さらに、バタフライループでは自分
とは異なる方向に向かう選手を頻繁に
見かけることになり、平静に走り続け
ることを難しくします。バタフライ内
で他の選手を見かけても、「自分とは
違うコントロールに向かっているに違
いない」と疑い、付いて行こうという
誘惑を抑えて自分の手続きに集中する
べきです。 
 
バタフライに入る前が比較的簡単な
ロングレッグだった場合、スピード調
節や注意力調節も難しくなります。実
際、熟練したプランナーほど、そうし
た調節をしっかり要求してきます。シ
ョートレッグが連続するバタフライは、
「常にいずれかのコントロールの近く
にいる、脱出とアタックしかしない区
間」と考えると、注意を切らす暇はな
いことが自覚できます。「常に脱出と
アタック」をしているのですから、「方
向転換」や「円内の読み込みとイメー
ジ作り」に対しては特に注意を払う必
要があるでしょう。 
 
 

バタフライを練習に有効活用 
このように攻略法を考えていると、
バタフライがコースにアクセントを付
けていることが再認識されます。国際
大会でバタフライが設定されることが
多いのは、当初の「パック解体」とい
う目的以上に、「選手に多様な要求を
する」という目的からなのではないか
とも感じられます。ロングのコースに
ショートレッグが続くバタフライを配
置すれば、１レースの中にロングの要
素のみならず、ミドルやリレーの要素
も盛り込むことができるのです。ミド
ルやスプリントのコースにバタフライ
を取り入れても面白いでしょう。6月の
さくらんぼ大会では、実際にそうした
試みが見られました。 
 
「バタフライによって様々な要素を
問うことができる」とすれば、これを
練習に活用しない手はありません。末
尾に示す図は、筆者がプランナーを務
めた練習会のコース図です。この日は

参加者の方々に 3 つのバタフライルー
プを攻略していただきながら、前項の
課題の洗練に役立てていただきました。 
 
さらに、全員がゴールした後、筆者
によるデモンストレーション走行を実
施し、追走するのも定点観察するのも
自由としました。筆者に追走するのは
「体力的にちょっと」という方も、バ
タフライの中心部で待ち受ければ 3 度
のアタックと 3 度の脱出を眺めること
ができたため、様々な角度から筆者の
走りを観察してくれました。中には、
一つ目のバタフライでの観察を終えた
後、三つ目のバタフライへ移動し再度
観察をする方もいました。 
 
これまで述べたように、バタフライ
ループには様々な効果が認められます。
「レッグ数の割に、資材や設置の手間
が少なくて済む」という運営上の利点
もあります。読者の皆さんもクラブ内
の練習で試してみてはいかがでしょう
か。 

（松澤俊行） 

 
【松澤俊行プロフィール】 
1972 年静岡県生まれ。東北大学に入学した
1991 年からオリエンテーリングを始める。2003
年からの 4 年間、愛知教育大学 教育学部 生
涯教育課程 スポーツ・健康コースで生涯スポ
ーツについて学ぶ。2007 年 4 月からは同大学
の大学院に進学し、スポーツの普及と指導に
関する研究を継続している。日本代表選手とし
て世界選手権での好成績を目指すと共に、全
日本リレー愛知県選手団監督として、チーム
の総合優勝も目指している。 
主宰する「松塾」塾生募集要項も閲読可能なホ
ームページのＵＲＬは下記。 
http://members.aol.com/mazzawa/index.html 
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図3：8月4日愛知県選手団練習会コース図 

3 箇所にバタフライループが設定されている。間はルートチョイスを問うロングレッグでつないでおり、コース全体が蝶のような形状になって
いる。極端にメリハリが利いた、練習会ならではのコースである。筆者によるデモンストレーション走行タイムは41分15秒。 


